
衛
生
学
者
坪
井
次
郎
は
、
日
本
衛
生
学
の
草
創
期
に
活
躍
し
た
人
で
、

京
都
帝
国
大
学
の
初
代
医
科
大
学
長
、
京
都
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室

の
創
設
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
経
歴
に
か
か
わ
ら
ず
、

早
世
に
よ
り
経
歴
も
業
績
も
充
分
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
私

は
そ
の
生
涯
を
調
査
し
、
先
に
本
誌
に
発
表
し
た
（
「
衛
生
学
者
坪
井
次
郎

の
経
歴
と
業
績
」
、
本
誌
三
十
八
巻
三
号
）
。
し
か
し
そ
の
際
、
紙
数
の
関
係

で
、
業
績
は
論
文
数
な
ど
を
挙
げ
た
だ
け
で
、
詳
し
い
業
績
目
録
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
論
文
発
表
後
に
諸
先
生
か
ら
多
く
の

関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
坪
井
次
郎
が
日
本
衛
生
学
史
上
の
重
要
人
物
で
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
の
業
績
の
内
容
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
思

う
の
で
、
次
郎
の
業
績
目
録
を
記
載
し
た
い
。

こ
の
目
録
は
、
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
京
都
帝

国
大
学
時
代
の
業
績
の
収
集
が
不
十
分
で
あ
り
、
ま
た
論
文
邦
訳
と
欧

文
原
著
と
の
対
比
も
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
主
要
な
業
績
は
把
握
し

た
と
考
え
て
お
り
、
研
究
者
各
位
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

な
お
著
書
名
は
前
稿
で
全
部
を
挙
げ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

衛
生
学
者
坪
井
次
郎
業
績
目
録

泉
彪
之
助

原
著
、
短
報
、
調
査
報
告
、
綜
説

（
ご
「
ペ
プ
ト
ン
ノ
実
験
」
「
東
医
新
誌
」
四
三
四
号
、
九
七
八
’
九

八
五
頁
、
明
治
一
九
年

（
二
）
「
土
地
不
潔
論
」
「
東
医
新
誌
』
四
四
四
号
、
一
三
二
九
’
一
三

三
四
頁
、
四
四
七
号
、
一
四
三
五
’
一
四
四
一
頁
、
明
治
一
九

年

（
三
）
「
日
本
家
屋
換
気
論
」
「
中
外
医
報
』
一
五
六
号
、
一
’
七
頁
、

一
五
七
号
、
七
’
一
五
頁
、
明
治
一
九
年

（
四
）
「
プ
ト
マ
イ
ン
実
験
説
」
『
東
医
新
誌
」
四
五
五
号
、
一
七
二
三

’
一
七
二
七
頁
、
四
五
六
号
、
一
七
五
七
’
一
七
六
二
頁
、
明

治
一
九
年
、
四
六
一
号
、
一
四
五
’
一
五
一
頁
、
明
治
二
○
年

（
五
）
「
地
中
炭
酸
之
説
、
付
糀
室
実
験
」
『
東
医
会
誌
』
一
巻
二
号
、

七
八
’
八
二
頁
、
明
治
二
○
年

（
六
）
「
醸
母
ノ
説
」
『
東
医
会
誌
』
一
巻
三
号
、
一
二
八
’
一
三
四
頁
、

二
三
六
’
二
四
○
頁
、
明
治
二
○
年

（
七
）
「
人
体
腸
中
徽
菌
ノ
定
量
」
「
東
医
新
誌
」
四
六
七
号
、
三
五
七

’
三
六
二
頁
、
四
六
八
号
、
三
九
五
’
三
九
九
頁
、
明
治
二
○

年

（
八
）
「
日
本
食
品
中
芽
生
徽
菌
ノ
所
在
」
『
東
医
新
誌
』
四
九
三
号
、

三
五
九
’
三
六
四
頁
、
明
治
二
○
年

著
訳
書

（
省
略
。
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
八
巻
三
号
掲
載
「
衛
生
学
者
坪
井

次
郎
の
経
歴
と
業
績
」
参
照
）
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（
九
）
「
食
用
萱
菌
説
」
『
東
医
新
誌
」
五
○
三
号
、
七
五
一
’
七
五
五

頁
、
五
○
四
号
、
七
九
五
’
七
九
九
頁
、
明
治
二
○
年

（
一
○
）
「
麹
ノ
説
」
「
東
医
会
誌
』
一
巻
三
号
、
一
二
二
’
一
二
四
頁
、

四
号
、
一
七
八
’
一
八
一
頁
、
五
号
、
二
五
一
’
二
五
五
頁
、

明
治
一
二
年

二
一
）
「
食
物
調
査
ノ
成
績
」
『
東
医
会
誌
』
二
巻
一
二
号
、
六
一
三
’

六
一
六
頁
、
一
四
号
、
七
三
一
’
七
四
二
頁
、
一
七
号
、
九
○

一
’
九
○
五
頁
、
明
治
二
一
年
、
三
巻
一
号
、
三
一
’
四
三
頁
、

三
巻
二
三
号
、
一
三
五
三
’
一
三
五
九
頁
、
明
治
二
二
年

二
二
）
「
味
噌
ノ
含
窒
物
」
『
東
医
会
誌
」
二
巻
一
八
号
、
九
五
二
頁
、

明
治
二
一
年

（
一
三
）
「
発
光
徽
菌
ノ
説
」
「
東
医
新
誌
」
五
一
五
号
、
一
八
九
’
一
九

三
頁
、
五
一
六
号
、
二
三
八
’
二
四
三
頁
、
五
一
七
号
、
二
七

三
’
二
七
八
頁
、
明
治
二
一
年

二
四
）
「
地
面
空
気
ノ
炭
酸
説
」
「
中
外
医
報
」
一
八
八
号
、
五
九
’
六

一
頁
、
明
治
二
一
年

（
一
五
）
「
徽
菌
染
色
法
」
『
国
政
医
学
会
雑
誌
」
一
九
号
、
一
’
五
頁
、

明
治
二
一
年

二
六
）
「
生
鰹
節
中
「
プ
ト
マ
イ
屋
ノ
実
験
」
『
東
医
会
誌
」
三
巻
三

号
、
一
三
一
’
一
三
二
頁
、
明
治
二
二
年

二
七
）
「
帝
国
大
学
下
水
実
験
成
績
」
「
東
医
会
誌
」
三
巻
三
号
、
一
五

九
’
一
六
四
頁
、
明
治
二
二
年

（
一
八
）
「
帝
国
大
学
下
水
実
験
成
績
」
「
官
報
」
一
月
二
六
日
、
明
治
二

二
年
？

二
九
）
「
楢
ノ
実
ノ
話
」
「
東
医
会
誌
」
三
巻
七
号
、
三
六
○
’
三
六
三

頁
、
明
治
二
二
年

（
二
○
）
「
麻
拉
里
亜
寄
生
物
卜
回
帰
熱
寄
生
物
ト
ノ
類
似
説
」
『
東
医
会

誌
」
三
巻
一
○
号
、
五
九
五
’
五
九
七
頁
、
明
治
二
二
年
（
抄

録
？
）

（
一
二
二
破
傷
風
ノ
説
」
『
東
医
会
誌
」
三
巻
二
号
、
六
○
一
’
六
○

五
頁
、
明
治
二
二
年
（
抄
録
？
）

（
二
二
）
「
医
科
大
学
第
壱
医
院
ノ
患
者
一
一
与
フ
ル
粥
汁
ノ
分
析
」
『
東
医

会
誌
」
三
巻
一
四
号
、
八
二
七
’
八
二
八
頁
、
明
治
二
二
年

（
二
三
）
「
厨
用
魚
貝
調
査
成
績
」
「
東
医
会
誌
」
三
巻
一
五
号
、
八
九
五

’
八
九
六
頁
、
明
治
二
二
年

（
二
四
）
「
餅
ノ
消
化
試
験
」
「
東
医
会
誌
」
三
巻
一
八
号
、
一
○
五
一
’

一
○
五
三
頁
、
明
治
一
三
年

（
二
五
）
「
墓
城
中
ノ
土
分
析
」
「
東
医
会
誌
」
三
巻
一
九
号
、
一
二
一

頁
、
明
治
二
二
年

（
二
六
）
「
鉱
山
衛
生
」
『
東
医
会
誌
」
三
巻
二
四
号
、
一
三
九
三
’
一
三

九
五
頁
、
明
治
二
二
年

（
二
七
）
「
医
学
二
於
ケ
ル
写
真
術
ノ
効
用
」
『
東
医
新
誌
」
五
六
七
号
、

一
九
八
’
二
○
一
頁
、
明
治
二
二
年

（
二
八
）
「
豆
類
ノ
説
」
『
中
外
医
報
」
一
二
九
号
、
四
四
九
’
四
五
二
頁
、

明
治
二
二
年

（
二
九
）
「
牛
乳
試
験
法
」
「
国
政
医
学
会
雑
誌
」
二
二
号
、
九
’
一
四
頁
、

明
治
二
二
年

（
三
○
）
「
日
本
菓
子
ノ
説
」
『
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
七
九
号
、
九
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五
三
’
九
六
二
頁
、
明
治
二
二
年

（
三
一
二
防
火
衣
服
」
『
東
医
会
誌
」
四
巻
一
三
号
、
七
六
四
’
七
六
五

頁
、
明
治
二
三
年

（
三
二
）
「
流
行
性
感
冒
ニ
ッ
イ
テ
」
「
中
外
医
報
」
二
四
二
号
、
四
○
一

’
四
○
三
頁
、
明
治
二
三
年

（
三
三
）
「
塵
俟
吸
引
病
」
『
国
家
医
学
会
雑
誌
」
三
○
号
、
明
治
二
三
年

（
頁
不
詳
）

（
三
四
）
「
徽
菌
ハ
裁
判
医
学
鑑
定
ノ
障
害
物
ナ
リ
」
「
裁
判
医
学
会
雑
誌
」

二
二
号
、
明
治
二
三
年
（
頁
不
詳
）

（
三
五
）
坪
井
次
郎
・
村
田
豊
作
「
帝
国
大
学
寄
宿
舎
食
物
実
験
成
績
」

『
帝
国
大
学
紀
要
医
科
」
一
巻
四
号
、
明
治
二
四
年
（
頁
不
詳
）

（
三
六
）
「
動
物
体
二
於
ケ
ル
急
性
尿
閉
ノ
影
響
二
就
テ
」
『
帝
国
大
学
紀

要
医
科
」
七
巻
二
号
、
（
年
度
、
頁
不
詳
）

（
三
七
）
「
日
本
二
於
ケ
ル
糖
尿
病
ノ
統
計
」
『
帝
国
大
学
紀
要
医
科
』
七

巻
二
号
、
（
年
度
、
頁
不
詳
）

（
三
八
）
「
「
ケ
モ
タ
キ
シ
ス
」
二
就
テ
」
「
中
外
医
報
」
二
八
四
号
、
五

七
’
六
一
頁
、
二
八
五
号
、
一
二
七
’
一
三
○
頁
、
二
八
六
号
、

一
八
七
’
一
九
一
頁
、
明
治
二
五
年

（
三
九
）
「
エ
ン
メ
リ
ヒ
・
坪
井
次
郎
・
・
血
液
中
免
疫
及
治
癒
物
質
ノ
本

性
二
就
テ
」
（
邦
訳
文
）
『
中
外
医
報
」
二
九
九
号
、
九
○
五
’
九

○
七
頁
、
三
○
二
号
、
一
○
九
二
’
一
○
九
四
頁
、
三
○
六
号
、

一
三
一
三
’
一
三
一
五
頁
、
明
治
二
五
年
、
三
○
九
号
、
一
四

九
’
一
五
二
頁
、
明
治
二
六
年

（
四
○
）
弓
の
号
ｇ
》
］
・
“
ご
具
①
厨
こ
の
言
ご
帰
国
ｇ
閏
昌
の
目
昌
昌
呂
①

く
①
ロ
邑
呉
ご
ロ
旨
①
自
侭
の
己
の
の
ウ
煙
ロ
ユ
①
ご
く
ｇ
〕
言
ご
ロ
ｎ
面
①
Ｐ

シ
月
毒
島
．
国
冒
唱
の
ロ
の
弓
蠅
忠
中
雪
画
屍
麗

（
四
一
）
国
日
日
の
ユ
ｇ
》
詞
．
昌
己
弓
豐
ウ
ｇ
》
嵜
口
討
○
言
行
国
開
］
胃
〕
８

国
ロ
の
Ｑ
匡
吋
○
面
・
后
○
す
○
后
禺
四
ご
画
凰
三
①
己
ぐ
①
叶
巨
儲
ｍ
四
旦
昌
①

ｚ
舜
国
弓
閏
唱
津
ロ
ロ
四
宮
毎
国
、
言
ョ
の
ロ
ゴ
行
胃
．
き
（
誤
）
蜂
国
‐
ミ
ヨ

（
画
つ
）
”
↑
②
旬
‐
印
つ
］
》
］
ｍ
や
い

（
四
二
）
両
目
冒
曾
冒
戸
詞
昌
己
弓
豐
ゴ
ヨ
》
］
・
邑
輿
会
①
ｚ
詳
晟
詳
豆
丘
ロ
ロ
㈹

Ｑ
①
時
○
ず
巳
①
Ｒ
四
ヶ
画
圃
三
①
国
く
○
口
君
の
⑳
の
己
二
言
壷
の
吋
因
①
ユ
の
匡
詳
二
コ
”
ｍ
ご
吋

烏
、
国
吊
冨
且
①
百
日
目
ｇ
口
角
○
ｇ
一
四
亀
》
三
目
９
．
日
＆
．

－
ご
○
ず
尻
一
つ
（
酌
函
）
ふ
つ
い
‐
③
（
）
口
目
印
や
い

（
四
三
）
「
エ
ン
メ
リ
ヒ
・
坪
井
次
郎
：
虎
列
刺
病
Ⅱ
Ⅱ
虎
列
刺
桿
菌
二
因

由
ス
ル
亜
硝
酸
中
毒
」
（
邦
訳
文
）
『
中
外
医
報
』
三
二
三
号
、
九

九
九
’
一
○
○
二
頁
、
三
二
四
号
、
一
○
八
○
’
一
○
八
五
頁
、

三
二
五
号
、
二
三
八
’
二
四
二
頁
、
三
二
七
号
、
一
二
七

三
’
一
二
七
七
頁
、
三
三
○
号
、
一
四
七
四
’
一
四
八
二
頁
、

明
治
二
六
年

（
四
四
）
「
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
・
坪
井
：
亜
細
亜
虎
烈
拉
ハ
虎
烈
拉
菌
二
基

因
ス
ル
亜
硝
酸
中
毒
也
」
『
済
生
学
舎
医
事
新
報
」
九
号
、
一
五

’
二
三
頁
、
一
○
号
、
四
○
’
四
四
頁
、
明
治
二
六
年

（
四
五
）
「
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
・
坪
井
次
郎
・
・
亜
細
亜
虎
列
刺
ハ
虎
列
刺
『
バ

チ
ル
レ
ン
」
ニ
因
り
産
生
セ
ラ
レ
タ
ル
亜
硝
酸
塩
中
毒
ナ
ル
ノ

説
」
（
邦
訳
文
）
『
東
医
新
誌
』
八
○
五
号
、
二
一
六
五
’
一
二

六
六
頁
、
八
○
六
号
、
二
二
二
’
二
一
二
四
頁
、
八
○
七
号
、

二
二
六
○
’
二
二
六
三
頁
、
八
○
八
号
、
二
三
○
三
’
二
三
○
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五
頁
、
八
○
九
号
、
二
三
四
三
’
二
三
四
六
頁
、
八
二
号
、

二
四
三
三
’
二
四
三
五
頁
、
八
一
三
号
、
二
五
二
八
’
二
五
三

○
頁
、
八
一
五
号
、
二
六
○
八
’
二
六
一
○
頁
、
八
一
八
号
、

二
七
四
四
’
二
七
四
七
頁
、
八
二
一
号
、
二
八
七
四
’
二
八
七

九
頁
、
明
治
二
六
年
、
八
二
五
号
、
一
二
’
二
三
頁
、
明

治
二
七
年

（
四
六
）
「
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
、
坪
井
次
郎
：
虎
列
刺
『
バ
チ
ル
レ
ン
」
ノ

亜
硝
酸
塩
ヲ
生
成
ス
ル
作
用
ハ
虎
列
刺
ノ
発
生
二
重
要
ナ
価
値

ア
ル
ャ
」
（
邦
訳
文
）
『
東
医
新
誌
」
八
二
三
号
、
二
八
’
二
九
頁
、

八
二
六
号
、
一
四
八
’
一
五
二
頁
、
八
二
七
号
、
二
○
四
’
二

○
五
頁
、
八
二
八
号
、
二
五
二
’
二
五
五
頁
、
明
治
二
七
年

（
四
七
）
「
エ
ン
メ
リ
ヒ
・
坪
井
次
郎
：
虎
列
刺
菌
ノ
亜
硝
酸
塩
類
ヲ
化

成
ス
ル
ハ
虎
列
刺
病
ノ
発
生
二
緊
切
ナ
ル
ャ
否
ヤ
ヲ
論
ジ
テ
ク

レ
ン
ペ
レ
ル
氏
ノ
駁
論
二
答
ウ
」
（
邦
訳
文
）
「
中
外
医
報
」
三
三

二
号
、
六
五
’
六
八
頁
、
三
三
三
号
、
一
四
六
’
一
五
○
頁
、

三
三
四
号
、
二
二
四
’
二
二
五
頁
、
明
治
二
七
年

（
四
八
）
「
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
、
坪
井
次
郎
ほ
か
（
岡
田
和
一
郎
訳
）
：
丹
毒

血
清
二
由
ル
脾
脱
疽
ノ
治
癒
ナ
ラ
ビ
ニ
癌
腫
及
其
他
ノ
悪
性
腫

瘍
狼
瘡
結
核
馬
病
梅
毒
等
ノ
原
因
的
療
法
ニ
ッ
イ
テ
ノ
立
案
」

「
東
医
新
誌
」
八
六
○
号
、
一
七
二
七
’
一
七
三
○
頁
、
八
六

二
号
、
一
八
二
二
’
一
八
二
六
頁
、
八
六
四
号
、
一
九
二
一
’

一
九
二
四
頁
、
八
六
七
号
、
一
九
四
七
’
一
九
五
○
頁
、
明
治

二
七
年

（
四
九
）
「
丹
毒
球
状
徽
菌
毒
性
保
存
法
」
「
東
医
会
誌
」
九
巻
四
号
、
一

四
一
’
一
四
二
頁
、
明
治
二
八
年

（
五
○
）
「
血
清
殺
徽
作
用
ノ
源
因
論
」
『
中
外
医
報
」
三
五
九
号
、
二
五

七
’
二
五
九
頁
、
三
六
○
号
、
三
三
○
’
三
三
二
頁
、
三
六
三

号
、
五
二
九
’
五
三
一
頁
、
明
治
二
八
年

（
五
一
）
「
徽
菌
培
養
基
ノ
製
造
法
二
就
テ
」
『
東
医
会
誌
』
一
○
巻
一
九

号
、
一
○
一
三
’
一
○
一
四
頁
、
明
治
二
九
年

（
五
二
）
「
「
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
』
’
一
就
テ
」
『
中
外
医
報
』
三
九
七
号
、
一

一
○
四
頁
、
明
治
二
九
年

（
五
三
）
「
菓
子
ノ
説
」
「
国
家
医
学
会
雑
誌
』
一
二
号
、
一
○
’
一
二

頁
、
明
治
二
九
年

（
五
四
）
「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
製
造
及
貯
蔵
食
品
並
二
飲
料

審
査
ノ
大
要
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
一
五
五
号
、
二
七

五
’
二
八
四
頁
、
明
治
二
九
年

（
五
五
）
「
胃
ノ
生
理
作
用
二
就
テ
」
『
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
」
二
三

五
号
、
明
治
二
九
年
（
頁
不
詳
）

（
五
六
）
坪
井
次
郎
、
辻
谷
幾
蔵
「
丹
毒
菌
及
ビ
虎
列
刺
菌
ノ
貯
蔵
法
二

就
テ
」
「
東
医
会
誌
」
一
二
巻
一
八
号
、
八
○
五
’
八
○
八
頁
、

明
治
三
一
年
、
『
済
生
学
舎
医
事
新
報
』
七
○
号
、
八
七
六
’
八

七
九
頁
、
明
治
三
一
年

（
五
七
）
「
台
湾
ノ
家
畜
ニ
ッ
イ
テ
」
「
東
医
会
誌
」
一
二
巻
二
二
号
、
一

○
○
○
’
一
○
○
二
頁
、
明
治
三
一
年

（
五
八
）
「
足
尾
銅
山
ノ
鉱
毒
二
就
テ
」
「
東
医
会
誌
」
一
二
巻
二
三
号
、

一
○
○
五
’
一
○
一
二
頁
、
一
二
巻
二
四
号
、
一
○
五
三
’
一

○
六
○
頁
、
明
治
三
一
年
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（
五
九
）
「
防
火
法
」
「
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」
一
八
四
号
、
四
八
一

’
四
八
九
頁
、
一
八
五
号
、
五
三
九
’
五
四
五
頁
、
明
治
三
一

年

（
六
○
）
「
足
尾
銅
山
ノ
鉱
毒
二
就
テ
」
「
国
家
医
学
会
雑
誌
』
一
四
二
・

一
四
三
号
、
一
’
一
四
頁
、
明
治
三
二
年

（
六
二
坪
井
次
郎
、
辻
谷
幾
蔵
、
布
留
幾
作
「
ペ
ス
ト
予
防
に
関
す
る

報
告
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
』
九
七
号
、
一
四
’
一
九
頁
、
明
治

三
五
年

（
六
二
）
坪
井
次
郎
、
布
留
幾
作
「
格
魯
児
「
フ
ォ
ル
マ
リ
ン
』
亜
硫
酸

瓦
斯
の
鼠
族
に
対
す
る
試
験
」
『
公
衆
衛
生
」
二
一
号
、
四
一
八

頁
、
明
治
三
五
年

翻
訳
、
抄
訳
、
通
信
、
紹
介
文

（
ご
「
大
谷
産
凝
灰
岩
ノ
説
」
、
『
東
医
新
誌
」
四
六
六
号
、
明
治
二

○
年
（
頁
不
詳
）

（
二
）
「
人
体
腸
中
徽
菌
ノ
定
量
」
、
『
東
医
新
誌
」
四
六
七
号
、
三
五

七
’
三
六
二
頁
、
四
六
八
号
、
三
九
五
’
三
九
九
頁
、
明
治
二

○
年

（
三
）
「
近
世
消
毒
法
一
般
」
、
『
東
医
新
誌
』
四
七
六
号
、
六
八
五
’

六
九
○
頁
、
明
治
二
○
年

（
四
）
「
近
世
虎
列
刺
学
説
」
、
「
東
医
新
誌
」
四
七
九
号
、
八
○
一
’

八
○
五
頁
、
四
八
○
号
、
八
三
五
’
八
四
○
頁
、
明
治
二
○
年

（
五
）
「
創
傷
強
直
病
因
論
及
虎
列
刺
紅
色
素
ノ
説
」
『
東
医
新
誌
』
四

八
六
号
、
一
○
九
’
二
五
頁
、
四
八
七
号
、
一
四
九
’
一
五

七
頁
、
明
治
二
○
年

（
六
）
「
地
中
徽
菌
ノ
実
験
」
『
中
外
医
報
』
一
七
五
号
、
一
’
七
頁
、

一
七
六
号
、
五
’
八
頁
、
明
治
二
○
年

（
七
）
「
交
感
性
眼
炎
ノ
伝
染
病
理
」
『
中
外
医
報
』
一
八
二
号
、
一
’

六
頁
、
一
八
三
号
、
一
二
’
一
七
頁
、
一
八
四
号
、
二
二
’
二

六
頁
、
明
治
二
○
年

（
八
）
「
欧
州
浴
場
ノ
景
況
」
「
東
医
会
誌
」
二
巻
一
号
、
四
三
’
四
四

頁
、
明
治
一
二
年

（
九
）
「
吉
見
村
百
穴
ノ
土
塊
試
験
」
「
東
医
会
誌
」
二
巻
五
号
、
二
八

二
’
二
八
四
頁
、
明
治
一
二
年

二
○
）
「
伝
染
病
室
消
毒
法
」
「
東
医
会
誌
」
二
巻
七
号
、
三
九
二
頁
、

明
治
一
二
年

（
二
二
看
中
ノ
徽
菌
、
植
物
組
織
中
ノ
徽
菌
」
「
東
医
会
誌
」
二
巻
八

号
、
四
五
二
’
四
五
三
頁
、
明
治
二
一
年

（
一
二
）
「
呼
出
気
ノ
毒
性
」
「
東
医
会
誌
』
二
巻
一
○
号
、
五
六
○
’
五

六
二
頁
、
明
治
二
一
年

二
三
）
「
肺
癖
ノ
死
亡
数
、
体
中
病
的
糸
状
徽
菌
ノ
撲
滅
」
『
東
医
会
誌
』

二
巻
一
三
号
、
七
一
○
’
七
一
二
頁
、
明
治
一
二
年

（
一
四
）
「
健
康
男
子
尿
道
及
尿
中
ナ
ラ
ビ
ニ
急
性
腎
炎
患
者
尿
中
二
於

ケ
ル
徽
菌
説
」
『
東
医
会
誌
」
二
巻
一
四
号
、
七
六
三
’
七
六
四

頁
、
明
治
二
一
年

二
五
）
「
胆
汁
ノ
心
臓
運
動
二
及
ボ
ス
作
用
」
『
東
医
新
誌
」
五
三
七
号
、

五
○
’
五
一
頁
、
明
治
二
一
年

（
一
六
）
「
顕
微
鏡
的
血
液
検
査
ノ
新
法
」
「
東
医
新
誌
」
五
三
七
号
、
五
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一
’
五
二
頁
、
明
治
二
一
年

二
七
）
「
迷
走
神
経
ノ
尿
分
泌
二
及
ボ
ス
作
用
」
「
東
医
新
誌
」
五
四
○

号
、
一
六
○
頁
、
明
治
二
一
年

（
一
八
）
「
死
体
取
扱
ノ
ー
新
奇
法
」
『
東
医
会
誌
」
三
巻
五
号
、
二
八
五

’
二
八
六
頁
、
明
治
二
二
年

（
一
九
）
「
炭
酸
瓦
斯
ノ
下
等
有
機
体
生
活
機
能
二
及
ボ
ス
作
用
」
「
東
医

会
誌
」
三
巻
九
号
、
五
三
○
’
五
三
一
頁
、
明
治
二
二
年

（
二
○
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
・
・
黄
熱
諭
」
「
東
医
会
誌
」
三
巻
一
九

号
、
二
二
七
’
二
三
七
頁
、
明
治
二
二
年

（
一
二
）
「
病
的
徽
菌
ノ
変
遷
」
『
東
医
会
誌
」
四
巻
一
五
号
、
八
九
四
頁
、

明
治
二
二
年

（
二
二
）
「
肺
癌
廃
叢
説
」
「
中
外
医
報
」
二
一
七
号
、
三
五
四
’
三
五
八

頁
、
明
治
二
二
年

（
二
三
）
「
空
気
中
塵
挨
ノ
説
」
『
中
外
医
報
』
二
一
九
号
、
四
六
九
’
四

七
三
頁
、
二
二
○
号
、
五
二
八
’
五
三
○
頁
、
二
二
一
号
、
五

八
四
’
五
八
七
頁
、
明
治
二
二
年

（
二
四
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
、
チ
ー
ム
ゼ
ン
・
・
民
賢
府
ハ
健
康
府

ナ
リ
」
「
東
医
会
誌
』
四
巻
二
号
、
九
五
’
九
九
頁
、
四
巻
五
号
、

二
五
九
’
二
六
○
頁
、
四
巻
九
号
、
五
三
七
’
五
三
九
頁
、
明

治
二
三
年

（
二
五
）
「
阿
巽
殺
菌
カ
ノ
試
験
」
「
東
医
会
誌
』
四
巻
一
○
号
、
五
八
八

’
五
八
九
頁
、
明
治
二
三
年

（
二
六
）
「
生
活
体
内
二
於
ケ
ル
病
的
徽
菌
ノ
発
育
卜
労
働
ノ
関
係
」
「
東

医
会
誌
』
四
巻
、
一
二
号
、
六
九
九
’
七
○
○
頁
、
明
治
二
三

年

（
二
七
）
「
事
物
ノ
源
因
ヲ
明
ラ
カ
ニ
ス
」
『
東
医
新
誌
」
六
六
九
号
、
一

二
三
’
一
二
七
頁
、
明
治
二
四
年

（
二
八
）
「
コ
ッ
ホ
氏
治
結
核
薬
彙
報
」
『
東
医
新
誌
」
六
七
一
号
、
特
報

一
二
頁
、
明
治
二
四
年

（
二
九
）
「
コ
ッ
ホ
氏
液
彙
報
」
「
東
医
新
誌
」
六
七
二
号
、
一
’
三
頁
、

明
治
二
四
年

（
三
○
）
「
喉
頭
結
核
ノ
治
療
」
『
東
医
新
誌
」
六
七
二
号
、
二
三
’
二
四

頁
、
明
治
二
四
年

（
三
一
）
「
結
核
病
療
法
ノ
続
稿
（
ゴ
ッ
ホ
氏
薬
液
ノ
造
構
）
」
『
東
医
新

誌
」
六
七
五
号
、
一
’
五
頁
、
明
治
二
四
年

（
三
二
）
「
コ
ッ
ホ
氏
結
核
療
法
彙
報
」
「
東
医
新
誌
』
六
七
七
号
、
特
報

一
’
四
頁
、
六
七
八
号
、
特
報
一
’
二
頁
、
明
治
二
四
年

（
三
三
）
「
悪
性
腫
瘍
ノ
毒
性
」
『
東
医
新
誌
』
六
七
八
号
、
四
六
四
頁
、

明
治
二
四
年

（
三
四
）
「
エ
ン
メ
リ
ッ
ヒ
：
免
疫
ノ
源
因
、
伝
染
病
特
二
家
猪
ノ
丹
毒

治
癒
及
病
ニ
対
ス
ル
新
接
種
予
防
法
旨
東
医
新
誌
』
六
九
九
号
、

一
三
二
’
一
三
一
四
頁
、
七
○
○
号
、
一
三
五
六
’
一
三
五

九
頁
、
七
○
二
号
、
一
四
四
四
’
一
四
四
七
頁
、
七
○
四
号
、

一
五
四
○
’
一
五
四
五
頁
、
明
治
二
四
年

（
三
五
）
．
七
回
ド
イ
ツ
公
衆
衛
生
学
会
」
「
東
医
新
誌
」
七
一
二
号
、

一
九
三
二
’
一
九
三
四
頁
、
明
治
二
四
年

（
三
六
）
「
フ
ェ
ー
ラ
ー
氏
ノ
開
会
演
説
」
『
東
医
新
誌
」
七
一
三
号
、
一

九
七
九
’
一
九
八
三
頁
、
明
治
二
四
年

(106) ]06



（
三
七
）
「
消
毒
法
」
「
東
医
新
誌
」
七
○
九
号
、
一
七
七
四
’
一
七
七
五

頁
、
明
治
二
四
年

（
三
八
）
「
ド
イ
ツ
国
医
学
及
万
有
学
会
」
「
東
医
新
誌
」
七
一
五
号
、
二

○
七
六
’
二
○
七
七
頁
、
明
治
二
四
年

（
三
九
）
「
結
核
病
治
療
法
に
関
す
る
報
告
言
大
日
本
私
立
衛
生
会
雑
誌
」

九
九
号
、
六
三
○
’
六
四
六
頁
、
明
治
二
四
年

（
四
○
）
「
ブ
フ
ネ
ル
：
免
疫
論
」
『
東
医
新
誌
」
七
一
三
号
、
一
九
五
五

’
一
九
六
○
頁
、
七
一
四
号
、
二
○
○
八
’
二
○
一
一
頁
、
七

一
五
号
、
二
○
五
一
’
二
○
五
八
頁
、
七
一
六
号
、
二
一
○
二

’
二
一
○
六
頁
、
明
治
二
四
年
、
七
二
○
号
、
二
五
’
二

七
頁
、
七
二
二
号
、
二
○
一
’
二
○
四
頁
、
七
二
四
号
、
二
九

四
’
二
九
八
頁
、
七
二
六
号
、
三
九
八
’
三
九
九
頁
、
明
治
二

五
年

（
四
一
）
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ッ
ア
ノ
バ
チ
ル
ス
」
『
東
医
新
誌
」
七
二
七
号
、

四
五
八
’
四
六
○
頁
、
明
治
二
五
年

（
四
二
）
「
第
二
回
内
科
学
会
」
『
東
医
新
誌
」
七
五
二
号
、
一
五
七
八

’
一
五
八
二
頁
、
七
五
七
号
、
一
八
○
九
’
一
八
二
頁
、
明

治
二
五
年

（
四
三
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
ノ
大
勇
」
『
東
医
新
誌
』
七
七
二
号
、

八
六
頁
、
明
治
二
五
年

（
四
四
）
「
徽
菌
蛋
白
質
ノ
「
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
』
反
応
」
「
中
外
医
報
」
二

八
七
号
、
二
三
四
’
二
三
七
頁
、
明
治
二
五
年

（
四
五
）
「
血
清
ノ
殺
徽
菌
血
球
溶
解
及
解
毒
作
用
」
「
中
外
医
報
」
二
九

三
号
、
五
八
一
’
五
八
三
頁
、
二
九
五
号
、
六
九
三
’
六
九
七

頁
、
二
九
六
号
、
七
五
六
’
七
五
八
頁
、
二
九
七
号
、
八
一
三

’
八
一
六
頁
、
明
治
二
五
年

（
四
六
）
「
病
原
的
原
虫
論
」
「
中
外
医
報
」
二
九
八
号
、
八
五
一
’
八
五

四
頁
、
三
○
○
号
、
九
七
九
’
九
八
二
頁
、
三
○
一
号
、
一
○

四
五
’
一
○
四
八
頁
、
明
治
二
五
年

（
四
七
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
氏
（
最
）
（
新
）
虎
列
刺
説
」
『
東
医
新

誌
」
七
七
二
号
、
七
八
’
八
○
頁
、
七
八
二
号
、
五
一
九
’
五

二
一
頁
、
七
八
五
号
、
六
四
六
’
六
四
七
頁
、
七
八
七
号
、
七

四
二
’
七
四
四
頁
、
七
九
二
号
、
一
○
○
三
’
一
○
○
六
頁
、

七
九
三
号
、
一
○
五
二
’
一
○
五
三
頁
、
明
治
二
五
年
、
七
九

七
号
、
一
八
四
一
’
一
八
四
三
頁
、
七
九
九
号
、
一
九
二
九
’

一
九
三
一
頁
、
八
○
三
号
、
二
一
○
三
’
二
一
○
四
頁
、
八
○

五
号
、
一
二
八
九
’
二
一
九
一
頁
、
八
○
六
号
、
二
二
三
七
’

二
二
四
○
頁
、
明
治
二
六
年

（
四
八
）
「
ス
ト
リ
ュ
ン
ペ
ル
：
医
学
上
ノ
点
ョ
リ
亜
爾
個
保
爾
ヲ
論
ズ
」

「
東
医
新
誌
」
八
二
三
号
、
二
八
’
二
九
頁
、
八
二
五
号
、
一

二
’
二
三
頁
、
八
二
六
号
、
一
六
○
’
一
六
二
頁
、
八
三

○
号
、
三
三
三
’
三
三
五
頁
、
八
三
三
号
、
四
六
八
’
四
七
一

頁
、
八
三
六
号
、
五
六
五
’
五
六
七
頁
、
明
治
二
七
年

（
四
九
）
「
エ
ン
メ
リ
ヒ
：
格
魯
布
性
肺
炎
ノ
感
染
免
疫
及
治
療
法
」
『
中

外
医
報
」
三
四
五
号
、
九
○
一
’
九
○
五
頁
、
三
四
六
号
、
九

七
五
’
九
七
八
頁
、
三
四
七
号
、
一
○
四
一
’
一
○
四
五
頁
、

三
五
一
号
、
一
三
○
二
’
一
三
○
六
頁
、
明
治
二
七
年

（
五
○
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
翁
ト
徽
菌
学
ノ
関
係
」
『
済
生
学
舎
医
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（
五
二
）
「
普
通
大
腸
菌
ノ
性
質
」
『
済
生
学
舎
医
事
新
報
」
四
七
号
、
一

○
五
二
’
一
○
五
八
頁
、
明
治
二
九
年

（
五
三
）
「
牛
乳
卜
煮
沸
セ
ル
乳
汁
ト
ノ
鑑
別
法
」
「
東
医
会
誌
」
二
巻

二
二
号
、
一
○
三
六
頁
、
明
治
三
○
年

（
五
四
）
「
台
湾
旅
行
談
」
『
東
医
会
誌
」
一
二
巻
一
○
号
、
四
六
四
’
四

六
九
頁
、
明
治
三
一
年

（
五
五
）
「
万
国
衛
生
及
ビ
『
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
会
二
就
テ
」
「
国
家
医

学
雑
誌
」
一
三
○
号
、
一
’
六
頁
、
明
治
三
一
年

（
五
六
）
「
台
湾
衛
生
に
つ
い
て
」
「
済
生
学
舎
医
事
新
報
』
七
三
号
、
五

七
’
六
六
頁
、
明
治
三
二
年

（
五
七
）
「
飲
食
物
取
締
法
に
就
て
」
『
京
都
医
事
衛
生
誌
」
七
四
号
、
三

’
六
頁
、
明
治
三
三
年

（
五
八
）
「
徽
菌
学
的
可
検
材
料
の
採
取
と
運
搬
の
方
法
」
『
京
都
医
事
衛

生
誌
』
八
七
号
、
二
四
’
二
七
頁
、
八
八
号
、
二
二
’
二
三
頁
、

明
治
三
四
年

（
五
九
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
ヘ
ル
先
生
の
伝
記
と
逸
事
」
『
京
都
医
事
衛
生

誌
」
八
八
号
、
二
五
’
二
八
頁
、
明
治
三
四
年

（
六
○
）
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
先
生
の
伝
」
「
公
衆
衛
生
』
一
五
号
、

一
二
ハ
ー
？
頁
、
明
治
三
四
年

（
六
一
）
「
バ
ク
テ
リ
オ
リ
ジ
ン
と
ヘ
モ
リ
ジ
ン
に
就
て
」
『
京
都
医
事
衛

生
誌
」
九
五
号
、
七
’
八
頁
、
明
治
三
五
年

事
新
報
』
二
六
号
、
一
四
二
’
一

（
五
一
）
「
血
清
療
法
ニ
ッ
イ
テ
」
「
済
生
堂

七
三
’
二
八
八
頁
、
明
治
二
八
年

四
二
’
一
四
三
頁
、
明
治
二
八
年

一
「
済
生
学
舎
医
事
新
報
」
二
七
号
、

三

学
会
発
表
、
講
演
、
公
開
講
義
（
一
部
前
槁
既
掲
）

明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）

（
一
）
一
月
二
○
日
「
蛸
の
プ
ト
マ
イ
ン
実
験
説
」
集
談
会

明
治
二
一
年
二
八
八
八
）

（
二
）
五
月
一
四
日
「
食
物
試
験
報
告
一
斑
」
東
京
医
学
会
例

今
云

（
三
）
六
月
二
二
日
「
徽
菌
染
色
法
」
国
政
医
学
会
例
会

（
四
）
六
月
二
八
日
「
食
物
調
査
第
二
報
告
」
東
京
医
学
会
例

今
云

（
五
）
九
月
二
日
「
味
噌
の
説
」
東
京
医
学
会
総
会

（
六
）
九
月
二
七
日
「
脚
気
と
家
屋
の
関
係
」
東
京
医
学
会
例

会
談
話
会

（
七
）
九
月
二
八
日
「
牛
乳
試
験
法
」
国
政
医
学
会
例
会

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

（
八
）
二
月
一
四
日
「
大
学
構
内
下
水
実
験
成
績
」
東
京
医
学

会
例
会
談
話
会

（
九
）
三
月
三
日
（
未
詳
）
足
利
衛
生
会

（
一
○
）
三
月
一
四
日
「
楢
の
実
」
東
京
医
学
会
例
会

（
二
）
四
月
二
五
日
「
「
テ
タ
ヌ
ス
』
の
説
」
東
京
医
学
会
例
会

（
一
二
）
五
月
二
三
日
「
餅
の
消
化
試
験
」
東
京
医
学
会
例
会

（
一
三
）
六
月
一
五
日
（
未
詳
）
順
天
堂
医
事
研
究
会

（
六
二
二
口
本
の
暖
室
法
」
「
衛
生
談
話
」
二
四
号
、
三
’
四
頁
、
明
治

三
六
年
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（
一
四
）
六
月
二
七
日
（
粥
汁
の
分
析
）
東
京
医
学
会
例
会

二
五
）
二
月
一
六
日
（
未
詳
）
順
天
堂
医
事
研
究
会

（
一
六
）
二
月
三
○
日
「
日
本
菓
子
の
説
」
大
日
本
私
立
衛
生
会

例
会

（
一
七
）
一
二
月
二
○
日
「
塵
俟
吸
引
病
」
国
政
医
学
会

明
治
二
三
年
（
一
八
九
○
）

二
八
）
三
月
一
日
「
腺
の
説
」
順
天
堂
医
事
研
究
会

（
一
九
）
四
月
二
日
「
家
屋
衛
生
」
第
一
回
日
本
医
学
会

（
二
○
）
四
月
一
○
日
「
菓
子
の
説
」
東
京
医
学
会
例
会

明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）

（
二
一
）
四
月
「
血
液
中
免
疫
及
治
癒
物
質
の
本
性
に
つ
い

て
」
ド
イ
ツ
内
科
学
会
（
エ
ン
メ
リ
ヒ
・
坪
井
）

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

（
二
二
）
九
月
「
コ
レ
ラ
の
亜
硝
酸
中
毒
説
に
つ
い
て
」
第

一
一
回
万
国
医
学
会
（
ロ
ー
マ
）

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）

（
二
三
）
九
月
五
日
田
原
良
純
（
内
務
省
衛
生
試
験
所
長
）
の
「
ふ

ぐ
毒
素
発
見
説
」
を
代
読
第
二
回
万
国
衛
生
会
（
ブ
ダ
ペ

ス
ト
）
第
七
部
飲
食
物
部
会

明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）

（
二
四
）
（
月
日
不
詳
）
「
病
的
徽
菌
の
毒
性
を
長
く
保
つ
法
」
東
京

医
学
会
例
会

（
二
五
）
二
月
一
七
日
「
血
清
療
法
に
就
て
」
済
生
学
舎
校
友
会

（
二
六
）
二
月
二
二
日
「
免
疫
及
血
清
療
法
の
理
論
」
国
家
医
学

会
例
会

（
二
七
）
四
月
一
日
「
家
猪
丹
毒
病
免
疫
及
予
防
接
種
法
」
大

日
本
私
立
衛
生
会
例
会

（
二
八
）
五
月
一
二
日
「
血
清
療
法
」
濃
飛
私
立
衛
生
会
春
季
大

《
云

（
二
九
）
九
月
一
六
日
「
栄
養
物
及
び
飲
食
物
検
査
法
」
大
日
本

私
立
衛
生
会
衛
生
事
務
講
習
会

（
三
○
）
九
月
二
九
日
「
済
生
学
舎
卒
業
式
に
於
て
」
済
生
学
舎

卒
業
式

（
三
二
一
二
月
二
○
日
「
血
清
療
法
の
一
斑
」
国
家
医
学
会
例
会

明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）

（
三
二
）
一
月
二
六
日
「
パ
ス
ト
ー
ル
氏
の
伝
」
済
生
学
舎
校
友

今
云

（
三
三
）
二
月
二
○
日
「
衛
生
学
大
意
、
営
造
物
及
飲
食
物
検
査
法

大
意
」
大
日
本
私
立
衛
生
会
衛
生
事
務
講
習
会

（
三
四
）
三
月
八
日
「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
製
造
及
貯

蔵
食
品
並
飲
料
審
査
の
大
要
」
大
日
本
私
立
衛
生
会
例
会

（
三
五
）
四
月
六
日
「
徽
菌
学
器
械
の
「
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」
」

東
京
医
学
会
総
会

（
三
六
）
四
月
一
二
日
「
医
学
外
の
徽
菌
応
用
に
つ
い
て
」
大
日

本
私
立
衛
生
会
総
会

（
三
七
）
四
月
一
三
日
「
市
の
衛
生
に
対
す
る
希
望
」
大
阪
私
立

衛
生
会
総
会

（
三
八
）
四
月
二
六
日
「
芽
生
徽
菌
に
お
け
る
近
今
研
究
の
結
果
」
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東
京
顕
微
鏡
学
会
講
習
会

（
三
九
）
六
月
七
日
「
冑
の
生
理
に
つ
い
て
」
順
天
堂
医
事
研

究
会

（
四
○
）
六
月
二
一
日
「
普
通
大
腸
菌
の
性
質
」
済
生
学
舎
校
友

今
云

（
四
一
）
九
月
二
六
日
「
徽
菌
培
養
基
の
製
造
法
に
つ
い
て
」
東

京
医
学
会
例
会

明
治
三
○
年
（
一
八
九
七
）

（
四
二
）
三
月
「
衛
生
学
大
意
、
営
造
物
検
査
法
大
意
」
大

日
本
私
立
衛
生
会
衛
生
事
務
講
習
会

（
四
三
）
四
月
五
日
「
丹
毒
血
清
の
製
造
法
及
使
用
法
に
就
て
」

東
京
医
学
会
総
会

（
四
四
）
四
月
二
日
「
熱
帯
気
候
慣
化
問
題
に
就
て
」
大
日
本

私
立
衛
生
会
埼
玉
支
会
総
会

（
四
五
）
六
月
二
五
日
「
万
国
衛
生
及
び
「
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」
会

に
就
て
」
国
家
医
学
会
例
会

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）

（
四
六
）
一
月
二
○
日
’
四
月
五
日
の
内

「
衛
生
学
大
意
及
工
業
衛
生
学
」
大
日
本

私
立
衛
生
会
衛
生
事
務
講
習
会

（
四
七
）
五
月
二
六
日
「
台
湾
旅
行
談
」
国
家
医
学
会
例
会

（
四
八
）
七
月
五
日
（
内
容
不
詳
「
台
湾
旅
行
談
」
？
）
東
京
医
学

会
例
会

（
四
九
）
一
○
月
「
血
清
療
法
」
東
京
顕
微
鏡
院
講
習
料

（
五
○
）
一
○
月
「
工
業
衛
生
学
」
国
家
医
学
会
講
習

（
五
一
二
○
月
三
○
日
「
台
湾
の
衛
生
に
就
て
」
済
生
学
舎
校
友

今
云

（
五
二
）
一
二
月
三
日
「
台
湾
の
衛
生
」
台
湾
協
会

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）

（
五
三
）
二
月
二
五
日
「
菓
子
と
消
化
器
病
」
胄
腸
病
研
究
会

（
五
四
）
二
月
二
四
日
（
ペ
ス
ト
に
就
て
）
京
都
府
教
育
会
主
催
ペ

ス
ト
に
関
す
る
談
話
会

（
五
五
）
（
年
月
日
不
詳
）
「
徽
菌
学
講
義
」
言
公
衆
衛
生
」
一
号
よ
り
）

明
治
三
三
年
（
一
九
○
○
）

（
五
六
）
四
月
二
四
日
「
飲
食
物
取
締
法
に
就
て
」
京
都
府
医
会

総
会

明
治
三
四
年
（
一
九
○
一
）

（
五
七
）
四
月
一
九
日
ヨ
バ
ク
テ
リ
オ
ジ
ー
ネ
」
及
「
ヘ
モ
リ
ジ
ー

ネ
」
に
就
て
」
京
都
府
医
会
総
会

（
五
八
）
五
月
一
二
日
「
徽
菌
学
的
可
検
材
料
の
採
取
と
運
搬
の
方

法
一
般
」
京
都
衛
生
検
査
所
開
所
式

（
五
九
）
六
月
九
日
「
ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
ヘ
ル
先
生
の
伝
記
」
京

都
府
衛
生
会
総
会

（
六
○
）
（
月
日
不
詳
）
「
伝
染
病
予
防
の
方
針
」
京
都
府
衛
生
会

天
田
郡
支
部
総
会
（
『
公
衆
衛
生
」
八
号
よ
り
）

明
沽
三
五
年
（
一
九
○
二
）

（
六
一
）
四
月
二
六
日
「
都
会
民
衆
の
衛
生
」
京
都
府
衛
生
会
第

四
回
総
会
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就
て
」
京
都
医
吉

明
治
三
六
年
二
九
○
三
）

（
六
六
）
二
月
二
日
（
ペ
ス
ト
及
虎
列
拉
の
予
防
に
就
て
）
京
都
衛

（
六
四
）
一
○
月
二
二
日
「
徽
菌
図
譜
に
就
て
」
京
都
医
事
会

（
六
五
）
一
二
月
一
二
日
「
脾
脱
疽
菌
、
鶏
虎
列
拉
菌
、
豚
丹
毒
菌
に

就
て
」
京
都
医
事
会

（
六
二
）
五
月
一
七
日
（
発
酵
酵
素
』

（
六
三
）
七
月
一
六
日
「
コ
レ
ラ
予

コ
レ
ラ
予
防
に
関
す
る
談
話
会

二
円
且
言
口
（
ペ
ス
ト

生
組
合
幹
事
会
（
討
論
？
）

（
発
酵
酵
素
に
就
て
）

「
コ
レ
ラ
予
防
談
」

（
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
）

京
都
医
事
会

京
都
府
衛
生
会
主
催
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